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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 

 
【研究目的】 

膝屈筋腱を用いた前十字靭帯（以下 ACL）再建において移植腱の固定には種々の方法がある。しか

し、大腿骨側での固定に比し脛骨側においては未だ確実で強固な固定法は確立されていない。このた

め、本研究では脛骨側における各種移植腱固定法の力学的特性を検討した。 

【方法】 

実験材料として新鮮ブタ脛骨と、移植腱としてウシ趾伸筋腱を用いた。移植腱は 2 重折り 4 重束とし

遠位部に Krackow stitch をかけた。固定法により以下の４群に分け、各群 7 例ずつ作製した。 

D 群：移植腱を 80 N の張力で double spike plate（以下 DSP）のみで固定 

I 群：移植腱を 80 N の張力で interference screw のみで固定 

DI-80 群：移植腱を 80 N の張力で interference screw で固定した後，80 N の張力で DSP を固定 

DI-150 群：移植腱を 80 N の張力で interference screw で固定した後，150 N の張力で DSP を固定 

Pretension の後、0～150 N の張力で 500 回の繰り返し負荷をかけ移植腱の displacement を測定し

た。さらに引っ張り試験を行い、最大破断強度および剛性を測定した。 

【結果】 

Displacement は D 群 10.3 mm, I 群 5.5 mm, DI-80 群 2.1 mm, DI-150 群 1.2 mm であり、DI-80 群お

よび DI-150 群は D 群，I 群より有意に小さかった。 

最大破断強度は D 群 374 N, I 群 520 N, DI-80 群 745 N, DI-150 群 801 N であり、DI-80 群および

DI-150 群は D 群，I 群より有意に高かった。剛性は D 群 70 N/ mm, I 群 78 N/mm, DI-80 群 103 N/mm, 

DI-150 群 151 N/mm であり、DI-150 群は D 群，I 群より有意に高かった。また、DI-80 群も D 群より有

意に高かったが、I群との間に差はみとめられなかった。また、DI-150群はDI-80群より有意に高い剛性

を示した。 

【考察】 

DSP にかける張力については以下のように考察できる。Interference screw と DSP で固定を行った際、

interference screw での固定部より近位部の移植腱の剛性は高いが、遠位部は腱と糸との複合体である

ため近位部に比して剛性は低いと考えられる。このため、腱-糸複合体の遠位部での緊張が低ければ、 



 - ２ - 

DSP 固定部で糸が切れる前に interference screw 固定部での腱の slippage が生じる可能性がある。

Interference screw 固定部での slippage と DSP での糸の断裂をほぼ同時に生じさせるためには、剛性の

低い遠位部での張力が近位部より高い必要があると考えられた。 

【結論】 

Interference screw と DSP の併用により脛骨側における移植腱のより強固な固定が可能である。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 

本研究は、膝屈筋腱を用いた前十字靭帯再建における脛骨側の各種固定法の力学的強度に

ついて比較検討したものである。実験材料として新鮮ブタ脛骨と、移植腱としてウシ趾伸筋腱を用

いた。固定法により以下の 4 群を作製した。 

D 群：移植腱を double spike plate のみで固定 

I 群：移植腱を interference screw のみで固定 

DI-80 群：移植腱を interference screw で固定した後、80N で DSP を固定 

DI-150 群：移植腱を interference screw で固定した後、150N で DSP を固定 

各群に対し 500 回の繰り返し負荷をかけ移植腱の displacement を測定した。さらに引っ張り試験

を行い、最大破断強度および剛性を測定した。繰り返し負荷に対する移植腱の displacement は

DI-80 群および DI-150 群では D 群，I 群より有意に小さく、最大破断強度は DI-80 群および DI-150

群では D 群，I 群より有意に高かった。剛性は DI-150 群が DI-80 群，D 群および I 群より有意に高

かった。これらの結果から DSP と interference screw の併用により脛骨側における移植腱のより強固

な固定が可能であり、DSP にかける張力は大きい程より高い剛性が得られる事が明らかになった。 

以上より、本論文は本学大学院学則第 9 条に定めるところの博士(医学)の学位を授与するに値

するものと認める。 
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